
新潟縣西頸域郡下の新生代厨について

拙來ていたことを意味する。故に物理學的には當然の事

であるがMagma（Migma）の状態に於ても固鐘状態

の花開岩中と同一際件で壌鍵を鰻けて索たことになり，

その間・RaG．Heの生成蓄積も行はれたであら㌦こ

の黙より岩石中の錯，ヘリウムによる地質年令決定を再

吟味する必要がある。この場合後着が前者より有利であ

・る鮒まヘリ・ウムの商溜に於ける珪酸申の著しい蹟敵性の

ためである。（Magma，Migm乱・hV乱中に於て放射性

物質の壌製速度が一定であった事はU：ACUの一定で

あることよりも立謹しうる。）

　〔結　　竈〕

　（1）Ex七i皿。t　balo，typo　A（ム＾口）は花樹岩その

ものに於けるよりも接鰯岩，捕獲岩に多く，“aCtiVe

b冊10”はこの遡てあろ。

　（2）ムハロは接鰯岩中の“ju目tco皿taot＝’に最も多

し、o

　（3〕“extimt　halo”の多い花嵩岩は製成岩起源の

ものであると推察しうる。

　（4）岩石中の錯，ヘリウムによ季放射自動腕質年令

決定には岩石生成以前の錯，ヘリウムを考慮に入れる必

要がある。
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新潟縣西頸城郡下の新生代暦について讐
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　一．　ま　え　が　き

　冨山縣・石川縣下の第三紀暦は・この敷年來・京都犬

學・資源科研究所・地質調査所石油課を中心とする人々

の構力的な調査により，次第に輪郭があきらかになりつ

つあり，その概要注池邊展生（1）によってまとめられてい

る。また新潟縣下の第三紀贋も・油田調査を中心として

進められ・一贋金原均二（2）によって総括される段階まて

き’ている。池麹（1）が當山縣下における八尾層群蝋にはじ

まり卯辰山系暦などに終る一群の地層に封じて加越累層

廿本稿わ，日本地質學會第57年鼻術大倉に舳・てr新

　潟堆積盆地面濠の地質學的諸問題」と題して講演し

　たものである。

榊必1越累暦群の定義わ「岩稻層群にはぢまリ，卯辰山

　累層渡とによって経る一群の地居」となっているが
　その後池邊（ヨ）自らによって岩稻暦群わ，八尾厨群中

　に編入された。

群とゆう名鰯を與えたのは，上記雨着の類似性よりみて，

絡來新潟縣下の第三紀盾も，この累層群に一括されるこ

とを豫患して命名したものと聞いている。レかしながら

それと同時に両者の相異性もまた硬調されねばならない

のである。新潟・富山の縣魔となっている飛騨山脈の北

端は・これら第三紀暦の連絡をたって日本海にせまり・

親不知の険をなしているが・これは第三紀暦以來の新潟

・富山爾堆積盆地の脳rrie平でもあったものであろうか。

またいわゆる「糸魚川一静岡鯨」とよばれる地質構造線

はパ果して貴社するのか・賢在するとすればとの相異

性に闘連していかなる地質學的な意味おもつものであろ

うか。

　富山盆地では池邊展生・中世古寺茨郎（1）らによって・

　　　　　　　　　　　　　　　　ト徴化石層序學釣に犬呑級・上皮紙・礪波輝・大秦級など

の標準層序が設定され新潟盆地では・金原（2）によって・
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地　　　革

岩相による地層封比に古生物賛料をでき・るかぎり加え

て，かなり値1宣的でわあるが，津川階より小国階にいた

る7階がもうけられた。雨着の嚴密な封地は・理論的に

いっても困難であるが・たとい艀來時間的な封地が可能

になったとしても，それが聖なる同時姓の追求であり，

歴史年義編集のための対比であっては，なにも渡らな

い。われわれが求めてやまないのは1これらの盆地が・

いかにして生化，どのように襲展してゆき，そしてどの

ようにして消え去ったか，あるいわ消えさりつつあるか，

とゆう白爲の萎を・歴史的に把握することなのである。

年代學は，あくまでその一手段にすぎない。このような

「層群」単位の問題になると，もはや富山と新潟は，麟

縄したものでわなく，雨着は｝連の屯のとして，とらえ

られなければならず・加越累暦群の形成過程は・かくて

あきらかになる。けれども，そとまでゆきつくためには1一

多くの問題が山稜してい乱現在までρ研究はあまりに

も無駄が多く・年代記の編集にあくせくしていた感がな

いでもないが，これらの中から生かすぺき資料を活角す

ると同時に，また新しい鰯馳に立った研究が璽＝話される

のである。

　加越累層群形成過程の問題にからんで，クローズ・ア

ップされるのは，富山盆地と新潟盆地の魔界附近の地質

であるが1この附近が前記のようだ複誰な性格を持つが

故に，問題はさらにむつかしくなってくる。他地域には

みられないような，難波山暦，筒石附近にみられるプリ

ヅッ型互層，網子礫岩とよばれている厚い礫層などの存

在時代を異にケる噴出岩の錯綜などは・端的にこれを物

語っている。

　1949年夏・われわれは約1ケ月間・從來まとまった調

査のなかった新潟縣酉頚城郡下を調査する機禽を興えら

れ・このような問題をはらむ地域の概査をしたが・當時

われわれ自身の地層の見方が確立しておらず，また調査

日蛾猫少であったため，かなり機械的な岩相的分類に

おける国分に絶つたといえる。今後もこの興味ある地域

について1より高い段階えと研究を進めることを切望す

るものであるが，機禽おえないままに，そのイントロダ

クシヨ1／として貧しい結果を公表し・それからえられた

いくつかの問題を提起しておき’たいと思う。

現地で餓旨導をいただいた糧山列姜鰍慶，討論に臆じ，

適切な御教示をいただいた池鐵致浸をはじめ，いちいち

名前をあげないがいろいろ御助言や御援助を與えられた

京都犬寧・大阪商立大學の開係者及甥触の方方に封し深

く感謝する次第ヤある。

錐　　　號

　3。　　地形および地質の大基；

　調査團域は・西は姫川沿岸から，東は桑販川，北は日

米海から南方火打山・一亀帽子山麓にいたる間である。す一

なわち西は黒姫山を中心とする飛揮山脈g北翼を構成す

る古期着相からなる急峻な山地に接し・東は難波山暦の・

漢式地である難波山々塊をへだて』高田雫野に接してい

る。南には妙高山・火打山を中心とする新潮火山群が蜜

え，日本海側は山地がかなり海岸鯨に近接し，いたる所・

に急崖をつくっており，諸々に海岸段丘が存在する。地

域全般にわたって・難波山系暦から鰹屋敷累暦（谷濱黒

暦）＾こいたる新築3紀暦が虞く分布し，所々安山岩・集

塊岩の噴出をみ乱幸たそれらの上を魔く新期安山岩が

お』ている。全鎧として非常に地ヒり地形が多く，なか・

　　　　　　　　　　τ七ケチ
んずく最近起った名立・柵白の大地ヒりは薯るしいが，

そのほか犬小の触ヒが各所に残っている。調査の都合

上，地域を能生谷地歴，糸魚川地割こ2分したが，糸魚

川地醐ま稀にみる悪露頭地のため1比較的露出の良い能

生谷地厘を基準として，糸魚川地匿はこれに対比する方

法をとった。

　4。　岩著8目5分績にお‘ナる厘分11位

1）難波山累層（肋冊物α㎜皿刀㎝肌山t｛伽）：申頚城郡

離波山を模式池とする。厚さ1OOgm以上。本調査地域

の最下位盾であるが，その下限は新期安山岩におLわれ

ているため不明である。能生バLヒ流で高　5乃至10cm

の砂岩・黒色泥岩の互層が優勢で，所々礫岩を伴う厚い

薄織色の泥岩が駿達している。極めて硬いのが特鐵で，

部分酌に激しいω弼棚物伽を受け．一見先第三系のよう

な感じを受ける。この厚い砂岩の部分は，茜えゆくにつ・

れて消滅し，泥質着が優勢になる傾向があり，早川上流

では硬質の黒茨色泥岩及ぴ粗粒・中粒の砂岩からなり，

両者亙厨をたす部分もある。また局部的に砂岩質の

帆械凶（團塊）を含む5化石としては同定不能の・二枚見

及ぴ植物破片が襲見された。

2）籠生谷票層（蝸伽伽刃㎝m砒ε伽）函頚城郡能生谷

村須川より酉飛山にいたる間を模式触とする。居厚は，

名立川腕威で泣1000m＋に達し．能生川流域では600m

士，早川流域では550m上程度と推定される。糸魚川地

歴の大部及び能生谷地厘の西織部に虞く雷達するもの

で，大膿において黒色・暗灰色の泥岩からなり，いわゆ

る“黒色頁岩”の岩相を呈する。模式地においては・3

つの部属に分けられ・下位は黒灰色ツルト質の部粥珍

く，樫蟹Omの肌O伽‘を散会する。

　難波山累層との間は完全な漸移關嫌で，難波山系居の
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地　　　學

薄互暦が次第に消滅し・それととも’に硬度屯急激に減ず

る。中部で！ま砂岩がかなり多く鎌まれ互暦型式をとるよ

うになるが・この部分な能生谷村崩付近を模式地として

崩互層（K鵬一w〃舳α地帆Me肌b鉗）と呼びたい。砂

岩は多少凝荻質で，多孔質のものもあるが，一般に徴密

た硬砂岩が多く，厚さ10m以上に達するものもある。

．h部は黒色泥岩が優勢で所々に薄い不明瞭な細砂岩を挟

む。糸魚川地歴でわ大部分黒色泥岩で，下部に細砂岩を

挾む所がある。泥岩は玉ねぎ状風化が著るしく，走向傾

斜の測定のできるような層理面は乏しい。西海村釜澤付

近でわ，・方解石脈を多く挟み，かなり硬化しており・

50cm以下の細砂岩を戴暦挾んでいる。本系暦が郷津

油田付近における矢村一藏G）の者8山層に蓮鎮するこ

とはまず確實であると思われるが，国分の基準が異なる

ことをおそれて一懸別個の名穂を與えておいた。本地域

にみられる油鐵及びガス徴地は金部本系暦にふくまれ
　　　　　　　マ｛ケチている。（6）また糊口の地ヒりは，本巣暦がすべつたも

のである。（一）化石としてわ，模式地において，上部に

肋gαr｛脇が多く，中・下部にも僅少ながらみられる。

犬型化石としてわ，西海村釜澤から　z物皿8卯腕e商

C0N皿AD，舳舳μα～伽08αY0K0Y州ム，別㏄壱舳m日p。

工棚肋肌伽㎝｛cαYo目㎜w畑Aなどが産出し・西海村

川島からは0〃砒㎜㎜舳批棚00N児AD。．鯨の骨，鮫の歯

などが報告されている。また下早川村新町の南方赤澤か

らも，”物αs伽皿日p。，Mひα冒p。捕養出した。

3）川酷累層（K皿ω鵬ω㎜eハrm洲㎝’）：西頸城郡能生

谷村川詰部落の谷を模式馳とする。暦厚30ρ～350m．全

膿として砂質部の優勢な累層であるが，側方製化が著る

し．く西部でわ筒石付近を模式地とする篇名フリ7シ型互

層（蝸舳舳肋〃卿ゐ一物e∠〃ぴ椛α吻物Mと肋ε1’）が駿

達し・能生谷村下倉の谷でわ泥質の部分が塔し・さらに

東にいくと，模式池でわ25mに達ナる厚い購戸鰍質

．砂岩（部属）（8物1ψo伽88舳枷。伽疵伽あer）に

繍いて20mの7リッジ型互層があり，その．ヒに業釜農

眉（部属）（oゐαgα㎜αo㎝ψm舳｛e　M舳be㌍模式地は

茶釜の麗）がみられ乱これらはさらに東に行くと有間

川以東でわ大部分が礫岩となり，兼手勝（。）の網子様岩と

．なる。下限にわ下倉凝衣質砂岩（部属）（8励㎜0此〃側

．｛ゆO’9㈱肋冊枷0冊eル㎜b剛があり虹リbedとなっ

ている。筒石フリヅ以型亙暦は白色細砂岩と泥岩の薄互

層で・砂岩部1ま次第に泥岩部に漸移し，泥岩部わ明瞭な

層面をへだて上衣の砂岩部に移る律動的堆積物である。

仙納付近の鐵面において・この互麿は上部で次第に泥岩

部を壇し，茶釜礫岩の蓮躍と考えられる礫岩をへだて』

第　3　號

黒衣色泥岩に移過する。この礫岩はマトリックスの泥質

部が優勢で，古期岩礫がその中に散在ケる程度のもので

あ孔瀬戸凝茨質砂岩は名立村瀬戸部藩の橋梁付近に

遡鱒して露出する極めて堅硬な粗粒乃至中粒砂岩で，

岬舳王e，ρ棚一‘を含む部分もあり，また凝灰質部が勝

って趣石を多く含む所もある。瀬戸より川詰にかけて非

常に調書であり，地形を支配して美事なケスタを形成し

ている。植物の破片を多く含み，互層部にわ漣痕がみら

れ乱茶釜礫岩は模式地付近より告辞寺にかけて最も厚

く，oo醐e，bo側1伽を含み，時に貝化石の破片を混じて

いる一11詰累暦から上の名立累暦えの漸移部は正確な境

界線を引くことができないが，筒石付近でわ筒石フリヅ

シ型互層の上にくる礫岩を境とし・高倉の谷でわ厚い茶

釜礫岩の上に砂岩の優勢な互暦があり次第に泥岩に移過

する。小狛付近でわ，†隈に近く安山岩質集塊岩がみら

れる。化石は全般酌に8αgαr伽8が豊富であり，とくに

互層部に留集している。泥岩部からは”物α紛α眺e伽

C0NRムDが孤立的に産出した。

4）名立果層（州α痂洲乃r㎜α肋伽）：西頸城郡磯蔀

村仙納付近を模式地とする。一層厚3001n士，名立川中流

に魔く分布する茨無色泥岩でいわゆる．“茨色頁岩”の岩

相を呈する。2暦準に砂岩泥岩互層を挾み，部分的に甚

しい“層間異常現象’，．を示している所がある。化刷ま川

詰累層とぼし同様で，　8αg砒㍗伽8に富み，磯部村仙納

付近から　”物α8州b伽舳，工伽。伽。㎜αα舳伽e伽

（C0NRムD）名立村西蒲生田西から　”物α8伽皿眺e伽

珊ω一α舳㎝o砂㎝皿皿｛OT8UKム，同村折戸東から職舳

。｛．舳仙舳9切YOKOY脳ム，一同村折居からB仙㏄納舳昌p、，

”刎0伽Ψ，”α洲Oρ0dα，谷濱村犬淵靖澤間の崖か

ら∠O伽伽伽伽（GOULD），〃伽日p・，0〃棚α9P，

刀洲棚伽日P．，冊α洲榊dα一同村小池からα㈹㎜〃づ高

砂e船。伽品｛8　（Sow亜正BY），Me㌍oe㎜皿桐αψo危。砂α㎜α｛（MムKI－

Yム皿ム），Z砒伽0㎜αα棚伽e伽，0α・伽㎜佃10則m

Y0K0YムMム，Pe6f榊日p．，P浩w05α㎝α舳8拍Y0K0㎜ム，

ハ職。砒価冊α日p。，∠劇肌れθ皿r皿銚佃ω加DALL，　∠o棚α　4肌岳壱一

m｛8，Mあ60㎜α日p一，刀e刎α〃砒㎜日p．，．B㍗αo励。ρoδαなど

がそれぞれ産出した。本暦は，大監郷津油田地域の城ケ

蜂暦にあたると考えられる。

5）谷演敷集（肋冊伽伽αハrmω㎝）：西頸城郡名

立町より名立村谷口にいたる間を模式馳とする。盾厚

650m±。荻白色の細粒砂岩乃至シル、岩でいわめる

“砂質頁岩”である。島ケ普礫岩（部属）（”㎝ogα居伽b冊

0㎝g－o㎜舳｛θM舳b剛厚さ1Om誰の2枚の礫岩層よ

りたり，安山岩と泥岩の亜角礫を多く含み，．一見集塊状
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新潟縣西頸域郡下の新生代居についで

にみえるが，消長甚しく急速に砂岩に移り興る。岩屋堂

でわ同居準に化石の密集している部分がある。下位の名

立累層との間に不整合現象はないが，富山盆地の氷見層

群，験川層群間にみられるような闘係（1）は充分に考えう

る。化石としてわ・まず川詰，名立累層にある舳g伽伽8

は認められず・犬型化石は前記岩屋堂に密集している以

外には護昆されなかった。その主だ．ものは制㈹舳丁｛s

ψ船。e冊ぬ（Sow㎜棚Y），M皿6伽！皿冊α㎝o砂㎝皿αづO鴉U正ム，

M砒。刎α冊α日p．，　08炉eα日p。，　〃r06肌αr壱α日p．，　γ舳〃壱一

。α棚ω戸榊仙伽εα（ム、ADム鵬），ω皿b㎝伽㎜α舳皿冊伽肌

SUzUKI’　ノ肌αd皿rα皿〃一価砒ユα　Y0K0Y＾巫＾，　此！伽α5α肌一

舳舳mo｛伽KUR0D』，兀〃α伽伽1舳有8Y0R0Y州ム，

・S鮒！68伽加po肌古㎝Y0K0YAMム，∠刎似皿m苫。o柳α！伽

Y0K0YムM■，αα｝伽！αo㎝s；㎜舳（SM皿E），3伽伽㎜日p．，

0ω仙mb‘〃α一日p、，　ハーω鵬αr｛〃8　do肌｛冊㎜！㏄邊　SMITHI，　ハ乙

介α伽ωユ棚（DUNKER），∠σmαe皿sp．たどでちる。本累

層．ま，郷津油田の高値畳につづくとみられる。．

6）梶■真果間（苅〃α岳舳也乃rπ舳也㎝）西頸城郡犬

和川村躍屋敷付近を模式地とする。本系暦は茨の3つの

都暦に明瞭に厚別でき・るので・その個々について説明す

る。

　ム・日日艘岩（部属X肌ω州0㎝gユ。m㈹〃〃mb剛：

西頸城郡浦本村間脇の鐵遭南側を模式地とする。層厚60

～120m。早川右岸でわ模式池左岸でわ梶屋敷南方の

笹奇温泉に通ダる道路西側の田屋付近に藪撞する顕著な

礫岩である。礫は長樫10cm以下で，多くわ3cm内外

の角閃安1」」岩・玄武岩・珪岩などの圃礫からなり，マト

リックスは粗粒砂である。本履｛刻蔓却組付近で直接自巨生

谷累層の上にくるものであるが・礫の中に安1⊥1岩礫・玄

武岩礫の含まれてし一・ることと，木浦村鳥帽子山（上早川

村の．鳥帽子山でわない）西側の谷に垢いて繭層間に著し

い凹凸面の存在する瓢から見るとかなりの時間的間隙が

連想される。すなわち本礫岩申にわ，後に述べる粟倉集

塊質噴出物の要素を含むものと解程し，能生谷累層との

關係を不整合とするわけであ孔

　E・大和川砂岩（部口）｛乃㎜ωogαω皿8α仰枷㎝e

ル冊加r）：西頸城郡犬和川村中學校南の谷を横ヰ地とす

る。盾厚20～30m。そのほか田屋の製材所要，一早川の

東側山腹・木浦村海岸に局部釣に露出す飢青茨色塊状

凝灰質細砂岩で炭質物を若干含有し，跳呪物価が多い。

上早川村鳥帽子山の中腹に粟倉集塊岩をおうて，風化し

た凝荻質砂岩が露出しているが，これは模式地と同じも

のと考えられる。同様の闘係は早川の右岸にドーム胸こ

饗える木動山でも観察された。化石としてわ舳TT壱舳α

8α鮎〃冊銚Y0K0Y舳え，乃α伽ゆ，0泥4㎝ε昌p．，

ハ石皿88αr｛側8　日p．，　亙α肋。α　日p・，　月腕。炉別品砒畠　cf・　oεαωαぜ

（Y0K0Y舳Iム），∠肌碗μα伽3co皿オr鮒4αY0K0Yム皿且など

が櫨式地より産出し，いわゆる「犬桑一萬願寺フォー

ナ」に題する。

　C。早川艘岩（部属）　（肋〃挑ω〃α　0o肌g！om鉗ωe

肌肌b‘T）：西頸城郡浦本村中宿北陸線南側を模式池と

する。層厚60～70m。間脳凄岩と大監同じ岩質である

が，大和川砂岩との上下關係により一種国別した。礫は

一般に5cm以下で，多くは2～3cmの安山岩・礫岩・

泥岩などからなるが，時に20cm以上のあω肋rもみ

られる。

7）段丘層（”と附皿。‘ル〃08伽）：日本糧に面して糧岸

段丘が，また早川・晦川・有間川流域には河岸段丘が駿

達する。とくに能生谷村高倉東芳599．1m三角艶の山頂

部や，物品酉方の520．8m三角艶付近には，粘土・砂

よりなる段丘盾橡のものが産存し・安山岩犬礫を含む所

もあるので，過去における高位平坦面の存在が推測され

る。上早川村音板付近の顕著な段丘は，．著しい茨盾を挟

み，饒山の噴火と闘係あることを物語っている。

　5。火　議　岩　口

1）棄倉集靱岩（∠ωα正砒m∠gg！o舳rαω　西頸城郡酉

握村粟倉東方の崖を模式馳とする。模式触付近で，能生

谷累層を不整合におLい・極めて急峻な懸崖を形成して

いる。黒色の熔岩質集塊岩の部分と層灰色の凝茨質集塊

岩の部分があり，前者は主として玄武岩塊，後着は主と

して安山岩塊を含む。下早川村不動山に露出する集塊岩

も同時期の噴出物であろう。

2）鳥・子山安山岩（皿08ゐ伽mα∠冊伽伽）：西頸城

郡上早川村鳥帽子山を模式地とす孔模式地において大

和川砂岩を不整合にお上一う角閃石安山岩の熔岩である

が，今回は露出地域の二部を踏査したに過ぎないので詳

細は不明である。

3〕畿ケ岳要山岩（批正。9α舳eル伽伽）：西頸城郡

上昇ハ1村鉾ケ岳を模式地とする。角閃石の大きな班品を

有する角閃石安山岩の8ゐ〃及ぴ！α｝αであ乱灘弐地

では灘波山累層相こ貫入している状態がよく観察される
　　　　　　カラスキヤマ
が，鉾ケ岳，黎山，．鳥帽子山などの上部を構成してい

る工α㈹と全く同時期のもでのあるかどうかは不明であ

る。8ゐωをなすものは瑚岩質であり，上早川村岩倉で

わ「イワクラミカゲ」と呼んでいる。

4）饅口臭山岩（㎜α帆一g伽洲」棚伽ω　西頸城郡糸魚

州町南の大系糠トンネル付近を模式池とする。暗黒色の
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地　　　事

撤幡石及び輝石安山岩で，非常に多孔質，かつ孔隙は2

家的な方沸石で埋められている。能生谷累暦との接鰯部

は段丘のために見られないが・能生谷累暦生成後に迷入

した脹岩であろう。

　6．地　質構造
1）能生谷拙厘：全般的にw月一sw方向の軸を持つ顕

著な橘曲が観察される。すでに高橋正吾（8〕らによって，

郷津と難波山を結ぶ線．ヒに亘犬な背斜の存在することが

知られているが（これを灘波山背斜と呼ぶことにする），

この背斜の西側に大規膜な向斜があり（これを能生谷向

斜と呼ぶことにする），繧いて西え規模の小さい背斜・向

斜を繰返している。難波山背斜は北東に傾いて島状構造

をなし・酉翼は遡鱒して・名立村瀬戸付近で7ぴ前後頼

肩凝茨質砂岩の逆鱗している状況が明確に見られる。そ

の200m北でわ，傾斜は1O。内外となり・この急激な饗

化は一臆断層の存在を想起させられるが，有能な瀬戸凝

茨質砂岩を追跡することによって，断暦でわなく，鋭角

的に折れ曲って能生谷向斜に鰻いていることがわかる。

　能生谷向斜は能生谷以西で舟底型構造を示している

が，この構造の形成にわ鉾ケ岳安山岩の噴出が關興して

いると思われる。すなわち鉾ケ岳でわ，難波山系暦がド

ーム状となり，あたかも下から押し上げられたような構

造を示し・このドームが能生谷向斜を切断したために根

底型を呈しているように思われ孔能生脊向斜において

わ下部暦ほど傾斜が急であり上部暦にゆくにつれて漸

移的にゆるくなっている（能生谷累層，25。前後，川詰

鯛1明後，名立鯛iぴ以南）。この事貿わ地殻鰯

と地層の形成とが切離すことのできないものであること一

お・物語っている。谷濱累暦の分布は能生谷向斜内に限

られているが，北東方向えのゆる＝い曄斜構造のように思

われる。この累層が竿波山背斜に直接参加しているかど

うかは野外で観察できないが，・α伽醐棚eとなつて難

波山背斜を全面的におおていたと機械的に考えることは

極めて危険である。谷濱累層は能生谷向斜の沈降部で生

成されたものであろう。能生谷向斜の西側の背斜は調査

日敷の不足と悪露頭のため1詳細は不明であるが1背斜

軸は大道寺付近を通るものと思われる。さらにその西側

の小向斜は小泊付近を走る伽砒就（衝上鐵暦）により綱

たれているが，この肋舳｛はN8．W，32oSであって

西から東にのりあげている。その南えの遵綾は明らかで

ない。小動暦は所々にある挑いずれも地質圖に出る程

度のものでわない。

2）糸魚川蛾田廣範園を占める能生谷累層がほとんど

錐　3　號

塊状無層理の泥岩であるため，正確な構造は明確でない

が・全般として北西に傾斜した簡軍な騨斜構造であるら

しい。走剛ま皿ポ～60個で，所によってわ東西またわ

北西方向をとる。傾斜はいずれも北に1炉～20。で，40。

前震の所もあるがこので地域に多い地ヒりの影響を受け

たものと考えられ乱梶屋敷累暦は能生谷累層と同じ走

向が，．もしくは多少西えふれているが，野外の観察でわ，

大膿整合的に重っている。栗倉集塊岩も同様，僅かなが

ら北傾斜である。難波山系暦のみは前述の如く，鉾ケ岳

珊岩質安山岩の貫入によって鉾ケ缶お中心にもり上った

ような形態お示す。このような第三系．トを・新期安山岩

質熔着が・多少日本海側に向って流れている。

　τ　徹古生物果餉研究及びそ牝による新酒・富山盆地1

との製比

　徴古生物學的研究の詳細は・筆者の1人澤珪清が別の

・機禽に製表する豫定であるが，有孔虫の分布から検討す一

ると，3つの2㎝肋に分けることができる。すなわち

上から順“こ，　刀伽肋d伽㎜　力m伽！‘，　σ口をg〃伽α　εo冊ωe，

Hαμψ加αg㎜o伽岳εo冊吻，である。〃ψ棚伽㎜2㎝舳

は，且併帥砒㎜が繭著で，ぽぽ谷濱累暦を色合する。

ハI伽r4例20冊肋はα附舳ωα〔兀ψαMが多く，名

立累暦．ヒ部及び川詰累暦上部の2暦準におる。珊μo一

ψ岬㎜棚棚2㎝舳お，’亙‘o㎜〃e舳，亙馴吻roあ。雌

が多産し，その他Mb柱伽三棚側目p一，m”’ω伽伽日p。

を伴い，犬膿川諸累暦下部である。

　以．ヒ露出のよい能生谷地域の標準断面におけるもの

であるが，露頭のない糸魚川地圖の能窒谷累轡の若干，ま，

能生谷地厘の川詰，名立累層の少くもポ部と，肋鮒αか

grαρ舳に一致する巧この事費i爾地国間の地歴のくい

違いを解決するものである。難波山系暦から1ま，全く有

孔虫を検出しえなかった。

　新潟盆地における，　0ψ伽㎜伽α”αρ；ψん㎜σmo物8

一鮒冊肋からω伽r伽α20冊舳えの典化は，この地域で

わ・川詰累層下部に認められ乱また谷濱累暦は・

皿榊伽肋8α鮎砒舳｛岳その他の犬型化石群により“茨

爪暦”に罫比できる。以上の諸馳からみて新潟盆地の標

準暦序との対比・ま・およそ菱に示したようになると，思わ

れる。

　一方徴化石からみると，本地蚊ま富山盆地における，

M砂伽。土｛e伽暑伽ε以上の瑚暦（上畦級G）が存在する

わ什で，目下の所柵d08鮒｛α20舳以下（大谷級F副）は

見出されない。換言すれ1舶孔虫の見出されるのは，G

以上の地層である。’ 竭閧ﾌ難波山系暦は有孔虫の検出が
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新潟縣酉頚城郡下の新生代暦につレ・て

海州臓1早111紬 織川糊」名立川流域 郷津油田一 新潟
時代

」　一　■　一　■　山　　■　■　　　■　　　I　山山　一 ■　　　　一　　■　　　　一　　　　　0　　　　　■

�ﾁ賜
標準

森下・漂井・駒谷 藤田・藤本’隅田 暦書

段丘1段丘 段丘　段丘 段丘

…㎞………鳥帽手・鰯 鉾ケ岳
口姿山砦 姿山岩

…
…握屋剛梶屋敷

……皿2 谷　濱 寓　佳 挾爪

……岬
■，＿粟倉集1城砦 中名　立 名　立 城ケ崎 西山

且1

…舳 川　詰 川　言古 綱子礫岩
能生谷 能生谷

櫨谷

G 能生谷 能生」谷 春日山
寺泊
七谷〕

■　　　　■　　　　一　　　　川　　　　■　　　　．

F副 難波山 難波山 難波山 難波山 津川
』　一　■　、　■　一　一　　　一 一　　　　　　」　　1　　　　　　一　　一　　一　　一

できなかったが・能生谷累暦との鍾綬闘係から・F・から

Gにおよぶと考えられる。すなわち，富山盆地の饒川暦

群中，上部及び氷見厨群の一部に封地されるものが本棚

域にみられるわけである。

　8。今後の固遷
　以．ヒ大鎧記載を絶つたが・最暖にこの調査を通じて・

われわれがいろいろあげた諸問題について簡箪に説明

し，今後の研究の参考に供したい。これらの申には，極

めてローカルな問題であると同時に，地質學の基礎的な

問題にふれるものがあると思う。

1）地質構造について：先に能生谷向斜について，馳穀

連動と地層の形成とは切離すことのでぎないものである

ことを述べてお一吹が，最匠“摺曲連動”と“堆積”

とが同時的に行われつつあったことが指楠される上おに

なってき牟。（2×9X］O〕本地域にみられる構造についてみて一

も・教科書的な概念から安易に考えるならば・谷濱累層

が一見草斜構造を持つようにみえるところから，名立累

層堆積艶まげしい櫓出遅効があり，難波山背斜や能生谷

向斜を形成したとゆうよおな固定した造山期の設定をお

こなう危険艦をふくんでいる。このよおな機械的な考え

方を打破するには，漠然一と「禰曲しつつ，沈積しつつ触

暦が形成されてゆく」といったような思考過程でも不十

分であって，地層とゆうものの腰本的な見方から改饗す

ることが要求されるのである。本地域の現在の資料から

われわれの者を具饅的に述べることは困難であるので，

今愛の研究題月として残ナことにする試筆者の一人藤

田（ll）が，生起忠と協同で瑞漠届癖（12〕の層序學的研究か

ら導いた，　「地層生成盆地の駿展」とゆう見地から，こ

れらの触暦のあり方を明確に把握でき・ると確信するもの

である。

2）川詰累層の各部層間め闘係について：川詰累層には

多くの特異な部暦が含まれているが，これらの部暦がど

のような開係にあるかとゆ5問題の腸矧ま，地歴の形成

過程の研究に多くの貴重な資料を加えることが豫想され

る。そして前記瑞漠暦群の例はこの間菌にも多くの暗示

を輿えるであろう。

睾）難波山系暦について1この触鳳ま新糧盆地にも富山

盆地にも見欝らない特異な地歴である。この基底一ま妙高

火山の溶岩におおわれて不明であるが，非常に厚く，高

橋ら（ε）の調査でわ2000m以上とゆうことであるが，少

く見つもっても，1000mお越すことは確責である。新

潟盆地でわ1寺泊・一ヒ谷累暦の下に織色凝荻岩の襲達し

た津川層（阿賀層群）があり，富山盆地でわ，誰川衝群

の下孚部に“暖海性”動物化石群おふくむ八尾暦群が

あり，その下部には矢張り織色凝灰嵩が護達しているの

であるが，この瑚域にはこれらは槻欝するのが金く猷除

し・そのかわりに・特殊な本暦が存在するのである二

　この累層の1つの特徴ま，非常に堅硬なことで，殆ど

第3紀盾とわ思えない程であるが上の能生谷累層の遷

移闘係からみて・新築’3系であることわまづ間違いない

ものと思㌦鉾ケ岳付近のものが鉾ケ岳安山岩の苫んm

の影響を受けて硬度をましていることは事貿であるが，

それ以外の所でも硬度は普遍的であり，新潟の七谷硬質

頁岩のよおに岩脈と闘榛があるとは思われない。

　本系盾は部分酌に植物片や礫岩を含み，灘痕も部分的

に認められ，そんなに深い生成環境を考えることはでき

ないが，ともかく，このように厚い地歴が堆積するため

には・“堆積盆地”の沈降と運搬物質の間に微妙な平衡

條件を考えねぱならい。またこの地歴が姫川沿尉…見ら

れたいことも，いわゆる「糸魚川一譲岡」鯨を明かにす

る上に重要な意味を持つと考えられる。

4）火1」堀序學的研究の必要性：池逸展生（畠）は「火山源

の物質を多量にふくむ日本の新築3紀暦の生戒過程の研

究には，火山活動の實態を把握した，一その陸源物質の，

堆積との關係に注意する必要がある。」として，火山暦序

學（γO－Cα腕08炉α物rαρ物）的研究の必要性を誘いている

払これは愛するに地歴の形成過程と火成活拗との相軍

作用の問題である。本地域のようにいろ1、・ろの時期の火

山活動がみられるところでは，このような研究が特に彊

調されなければならない。

　われわれの調査は，期間の闘係．ト，この問題にほとん

どタッチできなかったが，豫察的な事項を若干述べてお

くことにする。その一つわ，粟倉集塊岩の噴出時期の問

題である。

　前述めように，この集塊岩、」よ模式糊付近で能生谷累層
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を不整合におおい，さらにその．ヒに風化した細粒砂岩が

のっている。この細粒砂岩は風化して，新鮮な標本採取

ができ一なかったが，北方の大和川砂岩に非常に似ており，

かつ今回調査でき’なかった南方延長でわ，貝化石が多産

するとゆうことも聞いたので，前記大和川砂岩と同一の

ものとしたのであるが，さらに糖蜜に瞼討する必要があ

る。早川右岸のネ動山の集塊岩上にも，一同一細粒砂岩ら

しいものが露出しているが，これも風化しているので確

實な裏付けができなかった・なお有孔虫の検出も不成功

に終った。しかしながら以．』の表現の通りであるなら

ば，この集塊岩の噴出時代わ，能生谷累暦生成後，大和

川砂岩暦生成前ということになり，大鎧G～H、と考え

ることができ一る。もう1つわ鉾ケ岳鳥帽子安山岩である

が，詳細は岩石寧的研究にまたねぱ，その時期を緒論付

けることができ次い。｛特に鉾ケ岳の．8ゐmオと，その

ユωαとは完全に国別することが今回は不能であった。）

ω・しいずれにしても，鳥帽子安山岩及ひ鉾ケ岳安山岩

の1部は，現在活動している嬢出火山活動に関連のある

比較的最近のものとゆうことができる。また丁度，噴火

中の饒山の火山灰が，砂淀と混って大量に早川によっ

て日本海に押し流されていること，早川沿岸の厚い茨暦

とを比較考察すると，その闘係がかな．り明確にな乱こ

のよ捌こ溶岩～；火山茨と雨着を合せて研究してゆけば面

白い結果がえられるのでわないかと思う。火山源地暦の

研究にわ，’Sψ〃m8伽㎝の闘係のみから，直接前提關

係を導き出すことは大きな危険があるといわなけれぱな

らなし㌔（文責　藤岡和夫，森下品）
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石油と放射能
初　田　甚　一　郎

Cmde　Ojl　and　Radio乱。せvi彬．

．石油と放射能との關係に就ての研究は極めて抄く現在

までの所確定的な織論は得られていない。然し爾渚の間

に密接な關係のある事は確かである。放射能的方法が油

田の地下緒遣探査に用いられているが，これも必ずしも

石油の放射能を必要條件としていない。この闘係が明瞭

になれば新しい方法による石油鑑床の探査が期待出來る

であろ㌔叉石油の生成に放射能が關係していると誠く

學着もある。蟻に筆者の二三のデータをも含めた今日迄

の知識をとり題めて護者の御参考に供し度いと思弓。

By　Zin’itim　　HムTUDA・

　石油鍛床には原油以外に鯛水とガスが附きものである。

これ箏相互及ぴ母岩との間に旗ける放射能の配分は地質

學的に何を意味するかという事は非常に興味のある事で

あるが，前に述べた様に研究が不充分のため緒論に迄は

蓬せない。　HeVe日y，（｝．1）箏の記載によれば糧速に於て

は原油短立方魎中にラジウムを5x1O一”瓦含むもρが

あり，北コーカサスでは1O一州瓦を含むものすらあると

の事である。然し一曜にはEngler，C．2）の述べている

様に原油の放射能は主としてラドyに基くものでラジウ
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The position (B--!) of the Na-ion is on the re­

flection plane, the symmetry of halloysite is per­

sisted -as it is after such ion-exchange has been 

taken place. 

An example of the granitization of the 
ultrabasic rock in Ryoke-Zone, Japan 

By Hajime YOSHIZAWA 

An ultrabasic mass is intruded; being sepa­

rated into several irregular blocks with a diameter 

of a few meters by a porphyritic biotite granodio­

rite, the contact part of which is represented by 

a tonalitic facies. 

The ultrabasic rock is a cortlandite with a 

vein-formed hornblende gabbro, and mainly con­

sists of olivine, hypersthene, browh hornblende, 

and bytownite as primary minerals, and colourless 

.hornblende-browinish green hornblende, biotite, 

pleonaste, clinochlor, talc, and calcite as the 

product.a of granitization. 

Around each irregular block of the ultrabasic 

rock, there exists a ·fine-grained metasomatised 

marginal zone composed of colourless hornblende, 

light brownish green hornblende-actinolite, biotite, 

quartz, andesine, sericite, clinochlor, and talc; from 

the relative proportion in amount of the mineral 

assemblages, the innermost part of the marina! zone 

is charact.erized by andesine and colourless horn­

blende, while the middle part by actinolite, and 

the out;er part by biotite. 

Through the ultrabasic core and the marginal 

zone, the evolutional change of the amphibole does 

not keep pace with that of the biotite; in the 

former the brown and the colourless hornblendes 

change into the green one with the index of refrac­

tion being lowered in the_ direction from the core 

to the margin, while in the latt;er the change in 

composition is not evident. 

Judging from the mineral facies, this graniti­

zation seems to pass the course from the Amphi­

bolite-Facies to the Green-rock Facies, and to re­

semble in many respects to that of the serpentines 

from Sierra Nevada and Shetland Islands, though 

the former being of rather higher grade than that 

of the latters. 

Extinct Halo " Type A " found in the 
Biotite in the Contact Zone of 

Tanakami-yama, Shiga 
Prefectu,re, Japan. 

By Ichikazu HAYASE 

The pleochroic halo has been classified by G. 

H. Henderson into two groups, namely active halo 

group and extinct one. In the ciontact zone of 

Tanakami-yama, the extinct halo "type A" is 

found in abundance especially in the hornfels and 

its allied rocks in the immediate neighbourhood 

of granit.e, while it is not so ciommon in the 

granite itself. The granite rich in extinct halo 

"type A " ·is considered to be of metamorphic 

origin. Therefore in the case of the radioactive 

age determinati<m of rocks by means of helium 

method or lead method, it is essential to ascertain 

the presence or absence of the extict halo. 

On the Cenozoic Formations of 
Nishi-kubiki District, 

Niigata Prefecture. 
By N. FuJIMOT, K. FUJITA, I. KoMATANI, 

A. MORISHITA, K. SAWAI, M. SUMITA 

In summer 1949, the authors surveyed Nishi­

kubiki district, Niigata Prefecture that is the inter­

val of Toyama and Niigata sedimentary basins. 

They described the stratigraphy, the geological 

structure, and the correlation of that district. Again. 

they tried to discuss on some problems which should 

be resolved in future, specially about volcanostrati­

graphy, Nanbayama formation that had never been 

discovered, geological structure, and the new view­

point in relation to the strata. 

Crude Oil and Radioactivity. 
By Zin'itirO HATUDA 

A summary of radioactive studies on crude oil, 

natural gas and Jirine water by many investiga-
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